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して，2拍子または4拍子の偶数拍子で進行するも
のがほとんどである。その拍子を基準として，リズ
ムに言葉を記入した「楽譜」を作れば，それを見な
がら言葉を唱えるための手がかりとなるであろう。
音高は考慮せず，リズムに合わせて言葉を唱えると
いう実習である。これができるようになれば，音高
に挑戦しても良い。しかしまずは，リズムだけを捉
える練習である。音高の複雑さに比べれば，リズム
のほうがずっとやさしい。
以下に，その楽譜例を示す（図1）。これは，長
唄の「越後獅子」のうち，「何たら愚痴だえ・・・」
で始まる部分の一節を，拍子を単位として言葉の発
音位置を記入したものである（3）。CDなどの演奏に
合わせて，これを見ながら発音してみるという実習
が可能であろう。「おのがすがたをはなとみて」か
ら「まつのはのよにこんこまやかに」の部分は繰り
返しとなっている。ほぼ一定のテンポで進行するの
で，これを見ながら，記入されている言葉を発声す
るのは，そう難しいことではない。最後の「ひいて
うとおやししのきょく」の部分はテンポが変化する
ので，いくらか難易度が上がる。教師は，拍子を取っ
て，発音のきっかけを与える指揮者の役割を担当す
ることになる。
これを何度か練習するうちに，だんだん正確に言
葉を発するタイミングが掴めてくるであろう。そう
したら，音高にも関心を向ける余裕が出てくるので，
唄うことに挑戦しても良い。ただし，耳で聴いて音
高を捉えていく作業であるから，必ずしも全員が音
高を厳密に唄うことを目指さなくても良いであろう。
簡単な実習なので，長唄や越後獅子に関する知識
の解説を含めて，1時間の授業プランとして扱って
もいいし，授業時間の半分ほどを使って，何回かに
亘って行なっても良いであろう。
このプランの眼目は，日本の伝統音楽や長唄に経
験のない教師であっても，取り組める教材と方法を
提示しようということなのである。今回は，「越後
獅子」の一部で，最もテンポが一定な部分を選んで，
教材として作成した。同様に，長唄の他の演目につ
いても楽譜を作ることは難しくない。
ここで，この楽譜を使って授業を組み立てる際の
音楽科における伝統音楽の教材化について
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図１
ポイントを考えてみる（図２）。これを授業案のベー
スとして，授業で実施することができるであろう。
まとめ
音楽科の授業に伝統音楽を取り入れることは，な
かなか容易なことではない。教員養成において単位
化されているとはいえ，時間数も少ないし，そこで
初めて体験する学生がほとんどであるからだ。ピア
ノはお稽古事で幼少時から学んでいることが多いが，
三味線や箏をやっているということは少ない。音楽
科の授業で実践しようとしても，途方にくれるとい
うのが現実だろう。実際にどのように伝統音楽を実
践したらよいかということを検証するために，本稿
では，江戸時代以来，歌舞伎の音楽として庶民に親
しまれてきた長唄を取り上げ，長唄を実践した報告
として，ＡからＧの事例の7例の内容を検討した。
ここでわかったことは，やはり現場の教師だけで実
践できている例は少なく，専門家に頼らざるを得な
いということである。Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｆは専門家によ
る指導の報告であった。これらの実践例に見られる，
現場の教師に実践できる方法としては，Ｄ，Ｅの例
で見られるように，CDに合わせて唄ってみるとい
うものである。この方法は，何度も繰り返していれ
ば徐々にできるようになっていくであろうという方
法論だが，本稿ではそれをもう少しメソード化した
方法を提案した。これは，唄う前の段階として，リ
ズムを把握して語るという練習となっている。長唄
をはじめとする日本の伝統音楽が，テンポは揺れる
が，基本的には一定の拍を保持しているという構造
に着目し，拍を明確にした楽譜を作成した。拍に乗
りながら言葉を唱えるという実践によって，言葉が
拍のどの位置にはめ込まれ，どのように語られて楽
曲が進行していくのかを体験的に理解できるであろ
う。この拍による楽譜を使った学習は，伝統音楽の
経験が少ない教師にでも行なえる指導方法といえる
であろう。ここでは指導方法のプランを具体的な形
で示したが，これを用いた実践による検証によって，
その効果について評価を行うことうことを，今後の
課題としたい。
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長唄について：映像資料，音資料の鑑賞
唄と三味線について：プリント等による一
般的な知識
越後獅子について：歴史的な知識（角べえ
獅子，越後獅子），演奏・舞踊などを映像資
料，音資料で鑑賞
2．実習
楽譜を見ながら音に合わせて唱える実習
何度か繰り返す
自己評価：どのくらいできたか
3．意見交換
日本の音楽についての感想
テンポと言葉のタイミングの構造について
唄の発声法について
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注
（1）日本の伝統音楽を実践することが，学校の現場
で広く受け入れらるかどうかを調査するために，
アンケートの形で意見を聞いた。学習指導要領の
内容を再確認し，一通り日本の伝統音楽を音と映
像で紹介した上で，伝統音楽を実践すべきか，ま
た実践できるかどうかの2点について聞いた。
結果を簡単にまとめると以下のようになる。
1）小学校教員養成課程の大学 2年生の場合
（23名）：国際化・グローバル化の観点からも，
伝統音楽を実施することには賛成している。しか
し自分にできるだろうかという不安はある。
2）小中学校で音楽の授業を担当している先生
たち（中学校は音楽科，小学校・特別支援の場合
は音楽専科と担任を含む）（17名）：国際化・グ
ローバル化の状況を見ても，伝統音楽を実施する
ことは賛成している。そのうち３名は，やらなけ
ればならないのだろうと受け入れている。ただし，
いずれの場合にも，自分がやるには困難があると
いう意見が多い。
対応法として，教員の研修をすべき，あるいは
地元の専門家を招くべき，などの意見が見られた。
（2）伝統音楽や民俗音楽を五線譜で記述すること
は，細かいピッチのずれや音の揺れなどに対する
表現の問題から，最近では用いないのが主流であ
る。しかも伝統音楽の中で工夫され，作成された
楽譜では，単に数字の表記であったり，三味線の
３本の弦に基いたタブ譜であったりと，細部の音
長・音高のゆれや演者による違いへの余地は残さ
れているが，五線譜表記は，そういった点でも厳
密すぎる。しかし伝統音楽の専門家のほうが，か
えって五線譜を信用している場合がある。
（3）この楽譜は，筆者のプランから大野茉利（富山
大学大学院教育学研究科平成20年度卒業生）さ
んが作成した。音源として用いたのは，『七代目
芳村伊十郎長唄全集30（越後獅子，多摩川）』
（コロムビア CDCF-70125）の「越後獅子」。
（2009年10月 8日受付）
（2009年12月22日受理）
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